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谷口匡史，池添冬芽，紙谷司，伊藤宣，松田秀一，田原康玄，松田文，坪山直生，市橋則

明：変形性膝関節症患者の機能障害には筋量低下よりも筋の質的低下が影響する；ながは

まスタディ．第 7 回日本運動器理学療法学会学術大会．2019. 10. 5 - 6. 

 



簗瀬康，池添冬芽，建内宏重，太田恵，八木優英，野尻周佑，駒村智史，市橋則明：股関節

伸展による内側広筋・中間広筋の弾性率の変化－加齢、筋の硬さおよび大腿直筋の伸張量が

及ぼす影響－．第 7 回日本運動器理学療法学会学術大会．2019. 10. 5 - 6. 

 

山縣桃子，建内宏重，清水厳郎，市橋則明：高齢者における障害物またぎ動作時の遊脚足

部と身体重心安定性との関係．第7回日本運動器理学療法学会学術大会．2019. 10. 5 - 6. 

 

森下勝行，西下智，中村雅俊，八木優英，梅原潤，中尾彩佳，坪山直生，市橋則明：スト

レッチング施行後の超音波刺激の併用が筋硬度に及ぼす影響．第 27 回日本物理療法学会

学術大会．2019. 10. 19 - 20. 

 

森下勝行，西下智，中村雅俊，八木優英，梅原潤，中尾彩佳，坪山直生，市橋則明：超音

波刺激と高電圧パルス電気刺激のコンビネーション刺激が筋硬度に及ぼす影響．第 27 回

日本物理療法学会学術大会．2019. 10. 19 - 20. 

 

森下勝行，西下智，中村雅俊，八木優英，中尾彩佳，梅原潤，坪山直生，市橋則明：超音

波刺激と高電圧パルス電気刺激およびストレッチングの併用が筋硬度に及ぼす影響．第 27

回日本物理療法学会学術大会．2019. 10. 19 - 20. 

 

上田泰之，田中洋，立花孝，乾浩明，信原克哉，梅原潤，市橋則明：肩腱板断裂症例の保存

療法における機能改善に関連する因子の検討．第 16 回肩の運動機能研究会．2019. 10. 25 - 

26. 

 

建内宏重，秋山治彦，後藤公志，宗和隆，黒田隆，市橋則明：変形性股関節症患者の疼痛と

身体機能の変化に影響を及ぼす姿勢と歩行に関する要因：前向きコホート研究．第 46 回日

本股関節学会学術集会．2019. 10. 25 - 26. 

 

上田泰之，田中洋，富田浩二，立花孝，乾浩明，信原克哉，梅原潤，市橋則明：解剖頚軸回

旋肢位と肩屈曲・外転肢位における肩峰骨頭間距離および肩峰被覆率の比較．第 24 回日本

基礎理学療法学会学術大会．2019. 11. 30 - 12. 1. 

 

梅原潤，八木優英，廣野哲也，上田泰之，市橋則明：筋シナジーの選択と共有による肩関

節運動制御の簡略化．第 24 回日本基礎理学療法学会学術大会．2019. 11. 30 – 12. 1. 

 



太田恵，建内宏重，荻野泰弘，加藤丈博，橋口昂矢，山縣桃子，市橋則明：スクワット動

作に関するスケルトン検出アルゴリズムの信頼性と妥当性の検証．第 24 回日本基礎理学

療法学会学術大会．2019. 11. 30 - 12. 1.  

 

佐伯純弥，池添冬芽，加藤丈博，市橋則明：高齢者の不安定板上片脚立位制御と足趾およ

び足関節における Rate of Force Development の関連．第 24 回日本基礎理学療法学会学

術大会．2019. 11. 30 - 12. 1. 

 

佐藤友作，建内宏重，中尾彩佳，廣野哲也，市橋則明：Forefoot 接地ランナーと非

Forefoot 接地ランナーの下腿三頭筋及びアキレス腱特性の比較．第 24 回日本基礎理学療

法学会学術大会．2019. 11. 30 - 12. 1. 

 

野尻周佑，建内宏重，梅原潤，八木優英，本村芳樹，市橋則明：スタティックストレッチ

ングによる即時的な受動的張力の減少が筋内及び筋間の筋活動と筋張力に与える影響．第

24 回日本基礎理学療法学会学術大会．2019. 11. 30 - 12. 1. 

 

廣野哲也，池添冬芽，谷口匡史，山縣桃子，梅原潤，市橋則明：足関節底屈筋の Force 

steadiness トレーニングが片脚立位中の足圧中心動揺に及ぼす影響．第 24 回日本基礎理学

療法学会学術大会．2019. 11. 30 - 12. 1. 

 

八木優英，谷口匡史，建内宏重，廣野哲也，野尻周佑，梅原潤，小林政史，市橋則明： 変

形性膝関節症患者における内側広筋と大腿直筋の筋張力は軟骨損傷の程度と関連する．第

24 回日本基礎理学療法学会学術大会．2019. 11. 30 - 12. 1. 

 

簗瀬康，池添冬芽，建内宏重，太田恵，八木優英，野尻周佑，駒村智史，市橋則明：大腿

直筋の伸張に伴う浅層および深層の深筋膜の伸張変化．第 24 回日本基礎理学療法学会学

術大会．2019. 11. 30 - 12. 1. 

 

山縣桃子，Pataky TC，建内宏重，市橋則明：聴覚に対する様々なノイズが立位姿勢保持

における中枢および末梢メカニズムに与える影響．第24回日本基礎理学療法学会学術大

会．2019. 11. 30 - 12. 1. 

 

岡前暁生，池添冬芽：要介護高齢者における病院から施設入所後の立位歩行時間の変化に

関連する要因．第 6 回日本地域理学療法学会学術大会．2019. 12. 14 - 15.  

 



廣野哲也，池添冬芽，山縣桃子，加藤丈博，木村みさか，市橋則明：地域在住高齢者にお

ける足関節底屈筋 Force steadiness と不安定板上での足圧中心変動との関連．第 6 回日本

地域理学療法学会学術大会．2019. 12. 14 - 15.  

 

福元喜啓，池添冬芽，谷口匡史，山田陽介，澤野翔一朗，木村みさか，市橋則明：地域在

住高齢者の筋量減少を推定する筋厚カットオフ値の検討．第 6 回日本地域理学療法学会学

術大会．2019. 12. 14 - 15.  

 

 

 


